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平成 28 年度第３回小牧市男女共同参画審議会会議録 

１ 日 時：平成 29 年２月 17 日（金）午後 1 時 30 分～ 

２ 場 所：小牧市まなび創造館 研修室２ 

３  ［出席者］ 

  委 員：代田義勝、松田照美、宮﨑康弘、平林克之、大鹿幸子 

      林千代子、市川紀六、伊藤幸子 

  事務局：安藤教育長、鍛治屋教育部次長（社会教育担当）、船橋館長、 

      坪井係長、間野主事 

   ［欠席者］ 

   近藤正司、牧とよ子 

   ［傍聴者］ 

   １名 

 

４ 議 題 

 （1）平成２９年度重点目標について 

 （2）その他 

 



 2

１ 開会 

 ［船橋館長］ 

 大変お待たせいたしました。 

 本日は、大変お忙しい中、お集まりいただきましてありがとうございま

す。 

 ただいまから、平成 28 年度第３回小牧市男女共同参画審議会を開催いた

します。 

 １人の傍聴の申し出がありましたので、御報告いたします。 

 なお、欠席委員は２人、牧委員と近藤委員でございます。 

 本日の会議は公開としておりまして、本会議の議事録は情報公開コーナ

ーなどで公開いたします。 

 では、会議を始める前に資料の確認をさせていただきます。 

 事前にお配りいたしましたものとしまして、次第が A4 で１枚、本日の

議題であります平成 28 年度ハーモニーⅢ重点目標管理シート。それから、

本日机上にお配りさせていただきましたものといたしまして、女子差別撤

廃条約の実施状況に関する国連女子差別撤廃委員会の最終見解について、

平成 28 年度「はばたけ未来へ 自分らしく生きていこう」アンケート集計

結果でございます。 

 資料がお手元にない委員がございましたら、お申し出いただきたいと思

います。よろしいでしょうか。 

 では初めに、教育長の安藤から御挨拶を申し上げます。 

 

２ あいさつ 

 ［安藤教育長］ 

 それでは失礼いたします。 

 委員の皆様には、28 年度１年間にわたりましてこの小牧市男女共同参画

審議会におきまして審議を重ねていただきまして、大変ありがとうござい

ました。教育委員会が主管する各事業につきましても、１カ月半で今年度

も終わるということで、今まとめの時期に入ってきております。この男女

共同参画審議会におきましても、ハーモニーⅢに基づきまして、次年度に

向けて今日は重点目標を審議していただくことになるかと思いますが、委

員の皆様の活発な御意見をお寄せいただきたいと思っております。 

 簡単ではございますが、挨拶にかえたいと思います。よろしくお願いい
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たします。 

 

 ［船橋館長］ 

 ありがとうございました。 

 続きまして、代田会長から御挨拶をいただきます。 

 

 ［代田会長］ 

 改めまして、こんにちは。今日は、お忙しい中をお集まりいただきまし

てありがとうございます。 

 昨年、「活躍する女性会社役員の国際比較」という本が出まして、なかな

かタイムリーな本かと思っております。 

 その中で幾つか数字が上がっておりまして、いわゆる会社役員の女性比

率。45 カ国が載っておりまして、１位２位とかそのあたりは大体予想どお

りなんですよね。１位がノルウェー36.1％、２位がスウェーデン 27％、そ

れぞれ女性役員が、役員の中の３人に１人とか４人に 1 人入っているわけ

ですね。日本は、45 の国の中で 44 位、比率が 1.1％しかありません。 

 アジアのほかの国々は、例えば中国が 8.4％、タイあたりだと 9.7％。か

なり差がついているんですね。 

 どうしても女性の管理職比率というところに今目が行っているんですけ

れども、世界の動きはそうじゃなくて、女性役員比率というところにいっ

ているんですね。そういう意味では、北欧を中心としたヨーロッパはトッ

プランナー、周回おくれてその他の国、もう１周おくれて日本がいるとい

うところなんですね。だから、もう２周おくれになっていることはしっか

り認識しておかなければいけないのかなと思っております。 

 とはいえ、今日の重点項目の中にもありますけれども、まずは日本では

女性の管理職比率。そこの延長線上にありますので、そこから地道にやっ

ていくしかないのかなと思っております。 

 今日は、各関係部署の重点項目についての議論になると思います。また

御意見のほうよろしくお願いいたします。 

 

 ［船橋館長］ 

 ありがとうございました。 

 それでは議題に移りたいと思います。 
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 代田会長、取り回しよろしくお願いいたします。 

 

３ 議事 

（1）平成 29 年度重点目標について 

 

 ［代田会長］ 

 それでは、関係各課から 29 年度以降についての重点目標が出されており

ます。順番にということではなくて全体の中で、気になるところ、説明を

求めたいところ、あるいは御意見をいただければと思います。 

 どうぞ御自由に発言してください。 

 

 ［市川委員］ 

 事務局の方にお尋ねしたいのですが、この重点目標を各部各課が実践す

るに当たって、どういう基本スタンス、考え方で臨んだか。あるいはまた、

事務局がどういう共通認識を図るような働きかけをしたかという件につい

てお尋ねしたい。 

 

 ［代田会長］ 

 はい。船橋館長。 

 

 ［船橋館長］ 

 男女共同参画がなかなか進まないというのは、行政の指示だけでできる

ものじゃないというところがまず難しいところかと。どうしても個々の方

の意識を変えていくことからではないかと事務局では思っております。 

 したがいまして、まず個々の啓発に重点を置いているということが今回

の重点目標の内容としております。 

 各担当課にどういうふうに働きかけをしていくかということですが、そ

れぞれ担当課からこの重点目標が出てきまして、事務局で見せていただき

ました。取り組みとしてこれでは効果がないだろうというものも出てきて

おりましたので、それにつきましては、担当課の事情もいろいろあります

ので、できる限りということで考えてもらい、そこの重点目標の管理シー

トができています。 

 この内容を見ていただいて不十分だと思われた点も多々あるかと思いま
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すが、現在のところ、市の取り組み状況としてはこちらでやっていきたい

ということで出させていただいたところであります。 

 

 ［代田会長］ 

 ありがとうございます。 

 今回、課によって大分違う感じですよね。かなり真剣に今後の５年間を

考えてくれている課と、あまり関心がないような課と分かれますよね。 

 ただ、こういう形のシート自体は、これまでいろいろ読みづらくて、重

点項目もわかりづらく、総花的なものだったことから考えると、私は前進

したという気はしております。個々にはもちろんきっちりつくってくれて

いる課もある一方で、やっつけ仕事的な感じの印象を受けるところもあり

ます。 

 全体にというとなかなか御意見も出しにくいと思いますので、最初から

見ていきましょうか。 

 １ページ、２ページのところで何か御意見のある委員の方いらっしゃい

ますでしょうか。 

 

 ［平林委員］ 

 先ほど船橋館長がおっしゃったように、啓発の部分にとどまるところが

多いということでいくと、例えば広報ですと、広報紙やホームページ等に

いろんなさまざまな内容を載せて発信すると書いてありますが、どこに何

回発信するとかいうことが入ってもいいのではないかと。広報紙は当然年

何回出ることわかっているので、少しでもそういう数値目標を立てるのが

いいのではないかという気がいたしました。要するに、啓発という部分で

いくとこういうものが必要ではないかと。 

 率などを挙げていくとか見えるものにするということになると広報では

少し難しいので、発信回数等をホームページや広報に何回とかいうことを

載せていただくと、もっと見やすくて、課としても発信回数を目標にいろ

んな情報を収集する努力をされるのではないかと思います。 

 以上です。 

 

 ［代田会長］ 

 そのほか１、２に関しては何か。 
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 ［市川委員］ 

 ちょっと私の認識が違ったのですけど、てっきりこの１、２の項目は男

女共同参画を推進する主幹事務局はまなび創造館だと認識していて、これ

まなび創造館がやるのかなと思っていたんです。まなび創造館と広報広聴

課の役割分担って何だろう。例えば「かすたねっと」って、ここでやって

いることと類似じゃないですかと。 

 そういう意味からいくと、まなび創造館とこの広報広聴課が一緒になっ

て「かすたねっと」もそこを含める形で出したほうが受け手はより違和感

がないのではないのかと私は感じました。 

 受け手は１人ですから、一緒になって市民の方に訴えたほうがより受け

入れていただけるんじゃないかと。 

 

 ［代田会長］ 

 それは大事ですよね。 

 広報広聴課で特に男女共同参画についての情報発信というのは。ほぼま

なび創造館から情報発信していますよね。 

 

 ［船橋館長］ 

 そうですね。広報広聴課は例えば「広報こまき」等を通じてということ

ですので、今の「かすたねっと」につきましても、各家庭へ配る形式とし

ては、広報に折り込んだ形で配られてはいると思います。 

 ただ、その内容が一体化した内容かといえば、広報の目的もありますの

で、そういうものにはなっていないというのは確かにあります。 

 

 ［代田会長］ 

 そのほか何かここでありますか。よろしいですか。 

 そうしましたら次、３ページ、４ページのところです。 

 今日御欠席の牧委員からですが、欠席ということでいろいろご意見をい

ただいております。 

 広報広聴課のところでは、男性の抱える課題・問題への対応、男性に注

目したところがよかったと思いますという御意見をいただいています。 

 それから、今回の行政経営課のところについては、取り組み内容で、小
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牧市女性活躍推進のための特定事業主行動計画とはどういうイメージか、

事例を挙げてほしいという質問が来ております。 

 

 ［船橋館長］ 

 この特定事業主行動計画につきましては、今年度の４月に策定されて公

表された計画になります。 

ここに書いてある特定事業主行動計画というのは、小牧市職員の行動計画

という位置づけになります。 

 

 ［代田会長］ 

 それは見ることはできますか。 

 

 ［船橋館長］ 

 はい。内容をコピーさせていただいてお配りしたいと思います。 

 

 ― 資料をコピーして配布 ― 

 

 ［代田会長］ 

 そのほか、行政経営課と協働推進課、いかがですか。 

 

 ［市川委員］ 

 よろしいですか。 

 自分の経験から思うのですが、地域の女性の役員を増やすのはなかなか

難しくて、多分行政が働きかけてもなかなか結果には結びつかない。だか

ら、働きかけをするのはわかるのですが、もう少し違った形にしないと難

しいだろうなと。 

 例えば学校の先生だった、企業で管理職をした女性がいるといった人が

いればある程度できるかもしれませんが、主婦だった女性が役員になると

いうのは、本人もなりたがらないし周りも推薦が難しい。だから、こうい

う活動をしたからといって女性登用へ結びつくと私は思えないですね。 

 

 ［平林委員］ 

 よろしいですか。 
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 私は、この協働推進課としての啓発という部分では、時系列的に講演や

参画という部分を中心にやっているので、これが結びつくかは別ですが、

非常によく考えてやってみえる。ほかのところと比べてもよく考えている、

一生懸命やっているというのがここで見てわかりました。 

 

 ［代田会長］ 

 実際、女性区長はなかなか増えていかないみたいですよね。やっぱり地

域的な特性が大きいですよね。 

 一度、かなり前になりますけどこれを調査したことがあったと思います。

意識としては女性区長歓迎だという区長の方が多いのですが、いざ選ぶと

なると選ばれてこないという実態なんですね。 

 数字もきちっと挙げていただいているし、まずは５年間、きっちりこの

形でやっていただくことが大事かと思います。 

 

 ［伊藤委員］ 

 区長になる方の負担を軽減するような方法はないのでしょうか。 

 私も町内会の行事や子ども会に参加していると、副区長と区長では役割

にも雲泥の差があります。区長になると、非常に負担が多い。うまいぐあ

いに按分できるような制度をつくっていかないと。女性、家事もあるとい

うような方だと、やはりなり手も少なく、皆さん遠慮されてしまうのかな

という気はします。 

 

 ［林委員］ 

 うちのパートナーも区長を２年しました。 

 仕事が多岐にわたります。ですから、自治区だけを専門にするというこ

とはできません。とても忙しいですから、もう少し仕事の量を減らせると、

なり手もいるのではないでしょうか。 

 

 ［鍛治屋教育部次長］ 

 よろしいですか、会長。 

 実は私、数年前まで協働推進課長をしておりました。その件については、

側面が二つあります。 

 一つは、行政からお願いするところについては区長の方からも要望があ
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りますので、かなり整理できるところはしております。その都度、協働推

進課が調整して減らすように努力はしております。 

 一方、自治区の中で完結しているものについては、その区の中で御相談

されながら上手に仕事を割ってやってみえるところもありますし、地域の

事情や今までの伝統から、区長の方が全てを仕切って知っていないといけ

ないというような区もあります。 

 地域のその実情をそれぞれ行政としては、こういうやり方があるという

ことを、区長さんから相談があれば情報提供しながら、区の仕事、行事に

ついては制限していただくような努力をしてまいりましたし、これからも

そうやっていくと思います。 

 

 ［林委員］ 

 市のほうがいい提案をしても、区に持ち帰ると「それはおかしい」とい

う感じで否定されたりすると進まないです。 

 

 ［市川委員］ 

 私も、友人が現役の区長であったり区長経験者という方が３人いる。 

 伊藤委員が言われたように、一つは、忙しい。確かに大変です。 

 もう一つは、行政と地域の橋渡し役だということですけど、区長は行政

のようにそういう権限もなくて、同じ地域の住民だということで、いろん

な意見に挟まれる。これを何とかしないと、なかなか区長を引き受けてく

れる人はいない。 

 だから、忙しさと精神的な重圧に耐える方じゃないとできない。 

 それを現時点で女性にと言っても、なかなかなり手はないのではないか。 

 

 ［鍛治屋教育部次長］ 

 そういう事情がありますので、区のほうも、これでは区長さんのなり手

がないということで、順番にかえないけないという雰囲気が出てきている

ところもあります。 

 また、順番で回している区ですと、その家に当たったときに、御夫婦で、

「じゃ私がやります」と言って奥様のほうがされるケースもまれにはあり

ます。 
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 ［鍛治屋教育部次長］ 

 そういう気持ちがあったり、役に立ちたいという方は、少なくないとい

う感触を持っております。 

 

 ［林委員］ 

 私の友人の区は、くじ引きだったそうです。くじを引いたら、区長のく

じ引きに当たったそうです。家に帰ってきて、「あなた、区長さん当たった

よ」と言ったら、「君が引いたのだから君が区長をやればいい」というふう

で１年間やったそうです、彼女は。 

 そうしたら、反対に、男性の方が多かったのですけれど、あの方が一生

懸命頑張っているのだから協力しようということで、いろんな活動もでき

たそうです。 

 

 ［代田会長］ 

 そういった事例を皆さんに、各区の方にいろいろ知っていただくとまた

少しハードルが低くなるかもしれないですね。 

 

 ［代田会長］ 

 そのほかよろしいでしょうか。 

 そうしましたら次、５ページ、６ページのところではどうですか。 

 牧委員からは、６ページのシティプロモーション課に対して、外国人の

増える中、多文化共生実現に目を向けることは大事なことだと思います。

平成 30 年から 33 年度で、前年度の課題を解決するとともに、新たな課題

の解決策を１つ以上検討する。前向きな回答で、担当職員の誠実さが伝わ

ってくるという御意見をいただいています。 

 よろしいですか。 

 そうしたら、７ページ、８ページ。 

 

 ［市川委員］ 

 ７ページについては提案ですが。 

 私ここのみらい塾で小牧市のアクティブラーニングの講習を受けたので

すが。小牧市が 10 年前からアクティブラーニングに取り組んで、全国で先

進的な事例ということを初めて知りました。やはり参画型の授業のほうが、
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一方的に聞くよりもずっと身になると思います。 

 その考え方を商工振興課の方に見習っていただいて、単なる座学ではな

く、中小企業の方からメンバーを集めて、参加型のワーキンググループを

つくり、そこでいろんなことを体験して発表し、それをまた職場へ持ち帰

って実践する。職場の中でも体験型のような形のことができないかなと。 

 

 ［市川委員］ 

 例えば、職場に帰って職場の女性の声、何に問題があるのか、どういう

ことに困っているのか聞いてこの場に持ち込む。それにどう応えようかと

議論して、それを職場に持ち帰って実践してみる。またその結果を持ち寄

る。あるいは、先進企業に行って勉強するとかいうような参加型。小学校

中学校でやっているのですから、職場でもそういう取り組みができないか

なと思うのですが。 

 

 ［宮﨑委員］ 

 企業としては今、前向きに女性は活用していきたいです。 

 労働講座も案内が来ます。興味のある人間は多分聞きにいきます。興味

のない人は来ない。こういう講座をやることは非常にいいと思うのですが、

興味のない人にもっと興味を持たせるような内容を盛り込んでやっていか

ないといけない。 

 また、女性を登用したくても、来ないというのが現実。 

 実際に、男性だから女性だからという評価の仕方は全くしていない。職

場で頑張っている人は当然上がっています。ただ、管理職になるところま

でいっていない。いろいろな活動をしていても。管理職になるというのは、

ごく限られた人数の中で、会社の中でいかに目立っていて、それこそ会社

にとってすごいプラスになるようなことをやっていかないとなかなかなれ

ない。男性だから女性だからではなくてという考え方で私は思っています。 

 あと、先ほど言われたように、女性が頑張っていると男性は助ける。新

人で入ってきてわからないとか、数年たっても周りがすごくサポートする

というようなことをしています。今、育児休業も３名がとっています。今、

復帰を我々としては非常に望んでいるのですが、あとは御本人次第。実際、

１歳で延長が２人、１歳半までの延長が出てきている人も。預けられない

とかいう問題が出ているのは現実。 
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 今後どうしていけばいいかなといって、企業側としても非常に難しいと

ころなんですよね。我々としては別に男性だから女性だからという区分け

は全くと言っていいほどしていない状況なのに、むしろ女性をどんどんと

雇用して新しい考えを入れたいと思っているが、なかなか難しい。毎年何

とか１人は採りたいと思っていて。 

 逆に言うと、企業としてどう動いていいのかという。世間が変わってい

かないと何ともならないのかなと。また、理系の女性が増えないと製造業

などでは難しいというところです。 

 

 ［平林委員］ 

 もともと商工振興課は、どちらかというと社会保険労務士的な話が結構

多いです。ですから、こういう部分を打破しようと思うと、もう一度切り

かえをしていかないと難しいと思う。聴講型のテーマで講演していること

がほとんどだと思うので、できれば講演してから一部の方が残ってもらっ

て、さっき市川委員が言うようにそこでワーキンググループ的な話し合い

をする機会をつくるというのをひとつ設けてやることによって違ってくる

のではないかと思います。 

 この辺のところは、そういう意見が出たということをお伝えいただけれ

ばと。 

 今ここに書いてある愛知県との共同で開催しているものはこれでいいと

しても、商工独自の講演をやって、終わってから少し問題点を話し合う機

会のワーキングをつくってやるのもいいのかなと思いますので、ぜひ話し

ておきます。 

 やはりこの男女共同参画は、先ほど先生がおっしゃったように、役員じ

ゃなくて管理職を増やしていくことが第一前提なのかなと。管理職でも、

係長でもいいと思います。課長以上が管理職という考え方ですよね。 

 

 ［伊藤委員］ 

 部長以上ですね。課長は管理監督者ではないですね。 

 

 ［平林委員］ 

 係長でも、男女共同参画の一つの数値目標にするのも一つかなと。まず

は、上に上がってもらうことが大事。 
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 ［代田会長］ 

 すそ野が広がってこないと、上が高い山にならないです。 

 

 ［市川委員］ 

 私自身、この中でいろいろテーマがありますけれども、一番期待してい

るのは商工振興課の取り組みです。やっぱり私たちの働く場所が変わって

くれることがワーク・ライフ・バランスにつながり、結果的には女性の地

位も上がるだろうし。そういう意味で一番期待している。 

 自分の経験からいって、私のいた会社では 1990 年代の後半から一方的な

座学はなし、体験型のものでないと身につかない。聞くだけは５％。参加

型で体験することによってこれがもっと多くの人が身につく。このほうが

絶対に実効が上がる。それは身にしみて理解しているのでぜひ。 

 

 ［代田会長］ 

 そうですね、確かにね。 

 大学でも最近、アクティブラーニングというのがよく言われます。でも、

我々はそういうトレーニングを受けていないものですからそう言われても。

ただ、外部の人材を活用してそういうものは増えています。 

 

 ［宮﨑委員］ 

 私も新入社員の教育をさせていただいているのですが、市川委員が言わ

れたように、受け身だと入っていかないんですね。 

 自分たちがグループワークでいろんな取り組みをしていく。最近の傾向

としましては、女性がいると新入社員の中では女性がリーダーになってい

くことが多い。 

 体験の中でやっていくと、自分たちで考えて、自分たちがどうあるべき

かを見ていきますので、後で話を聞くと、自分たちで考えただけあってな

かなかいろいろな考え方がある。逆に言うと、私は教える立場でありなが

ら学ばせていただける。言われるようにグループワークみたいな形でいろ

んな意見を持ち寄るのは、一つのいい方法だと思います。 

 

 ［代田会長］ 
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 商工振興課へそのようにお伝えください。 

 ８ページはよろしいですか。 

 牧委員のコメントは、人権教育は大事な教育の一つである。数値目標と

して、中学校は毎年１校ずつではなく、全ての学校でできないでしょうか

ということですが。 

 安藤教育長、どうですか。 

 

 ［安藤教育長］ 

 人権週間があって、そこでは人権にかかわるようなことを学校でやって

いますが、小学校２校、中学校１校、外部から入っていただいて人権のお

話をしてもらっている。それに伴うワークショップのようなことも多分や

ってもらっていると思いますが。 

 やっていないわけではなく、心を育てないといけないというところがあ

りますので、非常に重視してやっていることは事実です。 

 

 ［代田会長］ 

 これ、少しずつ増やしていくということですよね。 

 現在、小学校は２巡目に入るという感じですね。中学校はこれから１校

ずつやっていくということですね。 

 

 ［安藤教育長］ 

 そうですね。多分ローテーションを組んで１巡して２巡目に入ってとい

うことで、入ってもらう学校を決めてやっています。これが枠が増えてい

くといいですね。 

 

 ［宮﨑委員］ 

 一つ私が思うのは、私も子供が中学生、小学生といるのですが、担任の

先生がどういうふうに捉えて子供たちと接しているかが非常に大きいと思

います。 

 幸いなことに、昨日、偶然ですけれども４年生の子供の２分の１成人式

に出て涙したのですが。10 年間の感謝をということで先生のほうから言わ

れて。話を聞いている子供たちも親もみんな涙なしではいられないぐらい

感動的なもので、非常にいい取り組みだなと思いました。 



 15

 その企画される先生方が、この人権に関してもそうだと思うんですけれ

ども、人に対してどうかという。一人では生きていけないんだよと、感謝

しなさいよということを非常に強く言われていて、担任の先生がこういう

ふうになると、生徒はそういうこと、いじめとか差別とかいったことは考

えなくなるんだなと思いました。逆に言うと、先生がある子だけをひいき

したりとかそういうことがあると多分出てくるんだろうと。 

 だから、私が思うのは、先生方の教育をきちっとしておくと、多分子供

はそういうものの影響を受けやすいのでよりよくなっていくんだろうなと

思います。 

 こういう先生方に対する認識をもっと高めると、自然と子供には伝わっ

ていくのではないかと、こういう教育をしなくてもということをちょっと

感じました。 

 

 ［代田会長］ 

 先生方に対する人権教育の研修みたいなものはあるのですか。 

 

 ［安藤教育長］ 

 道徳に所属している教員は、年間道徳で研究するということはあります

が、教科もありますので、全員がそこに入ってやるということはないです。

道徳主任が学校にはおりますので、教材の提供とかいうことはやっており

ますが。 

 大鹿委員は現場の校長をやってみえたので、私の足りないところは補充

してもらえると。 

 

 ［大鹿委員］ 

 市民安全課のこの取り組みは、外部から学校に来ていただいている取り

組みで、担任が行いません。人権擁護委員の小牧市の方が入ってそれぞれ

の学校へ来ていただいている。だから、担任の先生とはまた違った視点で

人権教育をしてくださるという取り組みです。 

 

 ［松田副会長］ 

 今、大鹿委員の御発言で得心がいきました。 

 ですから、例えば人権週間があって、先生方がクラスで人権に関するお
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話をなさるような機会は、それぞれに取り組んでいらっしゃるとは思うの

ですが、それに加えて市民安全課の外部講師、人権擁護委員の方がいらっ

しゃるという取り組みなのですね。 

 

 ［安藤教育長］ 

 そうです。 

 

 ［代田会長］ 

 市民安全課はこういうことをやっていますが、一方で小学校あるいは中

学校でも、それぞれで人権教育をやっているということですね。 

 

 ［安藤教育長］ 

 そうです。 

 

 ［伊藤委員］ 

 これは、親も参加できるのですか。 

 

 ［大鹿委員］ 

 学校によっては子供たちが指導されているところを後ろで見て、参観日

にやられる学校もありますが、私が勤めていたところでは親御さんはなか

ったですね。 

 

 ［伊藤委員］ 

 親も一緒に聞けるといいですよね。 

 

 ［市川委員］ 

 非常に気になるのは、不登校の児童が存在する。あるいは、いじめが発

生して究極は自殺に至る。すごく心が痛みますけれども。こういうことが、

今現実にそういうことが起こり得るということは肯定した取り組みでなく

てはいけないと思います。 

 これを未然に、そういう心の声を聞いてあげて、それをそっと早い段階

で摘んであげるという社会の仕組みがあるといいのでは。 
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 ［大鹿委員］ 

 相談ということからいくと、例えばこの人権教室でも、こういうところ

へ相談するといいというようなことを子供たちに、電話番号とか教えてい

ただいたりとかいうこともあります。それから、学校には心の相談員とい

う方が全校に常駐されていて、担任の先生には言えないことでもそこへ行

ったら相談できる。それが機能しているかどうかは別として、心の相談員

の方が相談に乗ってくれる。あるいは定期的に市からも、親御さんでもあ

り、子供でもあり、先生方も相談できる、そういう方も定期的に来ていた

だいている。 

 システムづくりはある程度はできていると思うのですが、それをうまく

機能させるところまでいかないと、いじめ問題が出てきたりとかいうこと

はやはりある。なかなか悩み多いのが担任の先生の日常ではないかなと思

います。 

 

 ［平林委員］ 

 先生方って本当に苦労されながら教員として生徒に接しているという部

分で、それ以外のことで苦慮するというのは気の毒ですよね。これは小学

校も中学校も一緒ですよね。やっぱり実際に学校に入っていろんな先生方

と話しをしてるとそういうことを思いました。 

 今も私、キャリア教育の関係で実業高校と普通科高校は企業に行くとい

うことで経験するじゃないですか、その委員をやっているんですけど、や

っぱり普通に教えながらそのこともやらないかんというのは、本当大変み

たいですよね。ですから、本当に気の毒だなというところが、教員の方々

って大変だなっていうところがあるので、あんまり最近は物事を多く厳し

く言わないようにして、褒めたたえているのですけど、やっぱり大変だな

と思います。実感としてそう思いましたね。 

 

 ［代田会長］ 

 私も、中学校の学校評議員を去年までやらせていただいていて、教頭先

生初め、その大変さというのは本当に実感しました。 

 いろんな問題が起きるんですね。そのいろんな問題は学校評議委員会の

中で出てくる。そうすると、本来なら教育だけに集中していただければい

いのですが、それに輪をかけていろんな問題が起こってきます。 
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 ［市川委員］ 

 気軽に相談できるようなワンストップ窓口が、先生でも生徒でもできる

ことが実現できると、一歩も二歩も前進するのかも。 

 

 ［代田会長］ 

 システムとしては先ほど大鹿先生が言われたように結構整っているんだ

けど、それがうまく活用できているかどうかというところでしょうね。そ

れがうまくいくと、あるいは活用しやすくなっていると、もっとよくなる

かもしれません。 

 

 ［代田会長］ 

 それではその次に進みたいと思います。 

 ９、10、いかがですか。 

 

 ［宮﨑委員］ 

 具体的に書いてあっていいと思います。福祉総務課と地域福祉課、本当

に問題を捉えて取り組みをされようとしているんだろうなというのが、ぱ

っと見て思います。本当に意識が高くて取り組むと、福祉と書いてあるだ

けあってといいますか、そういう意識の高い方が書かれているなというの

をすごい感じました。 

 

 ［代田会長］ 

 それでは、いいですかね。 

 11、12 はいかがですか、介護保険。 

 よろしいですか。 

 そうしましたら、次 13、14 ページ。保健センターとこども政策課。 

 

 ［大鹿委員］ 

 お願いします。 

 保健センターと学校教育課のこの取り組みですけれども、私も事情がわ

かっているだけにその経緯がすごくわかって。 

 男女平等というよりは、生きること、根幹にかかわるようなことのほう
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が強いような気がしないわけでもないですけれども、それぞれ、20 年以上

前だと思うんですけれど、学校教育の中にエイズ教育をしなくてはいけな

くなったころから、小牧市独自の、保健センターの江崎さんと学校では養

護教諭の方々が中心になって「生と性のカリキュラム」をずっと毎年実践、

検証しながら積み重ねられてきて。 

 最初は小学校３年生、それから５年生、そして中学校と今どんどん来て、

今後の計画ではさらに高校にまで広げようと。高校生までいくとなるとハ

ードルが一気に高くなるような気もするのですが、少しずつその 20 何年の

間に、進めるあるいは深められてきた経緯があるものですから、こういう

ところをぜひほかのところでも進めていっていただけたら少しは変わって

くるんじゃないかなという気もしないでもないです。 

 

 ［代田会長］ 

 現在も既に小牧高校の全日制ではやっているんですね、これ。それをあ

との４校にも広げていくという計画ですよね。すばらしいですよね。 

 

 ［平林委員］ 

 私も、健康日本２１という計画の策定のときからかかわっていたんです

けど、保健センターの方々は、いろんな協議とか運営をするときに、健康

の部会や精神部会と、いろいろ分かれて、グループワークで、身が非常に

入るんですね。そういうような考え方で保健センターはやっておみえにな

ので、私も、ここのやり方は非常にいいやり方をしているということで、

実体験でそう思いました。 

 先ほどの、どこに相談したらいいかということも、当初、私は心と健康

の部会にいたので、自殺とか何かのつながりを持つような相談窓口をどう

やってしていこうということで、一つの A4 ぐらいにまとめたことがあり

ました。それをそれぞれの、相談機関に置いておくことによって、相談に

来たら「うちではそれは相談できないから」と断るのではなくて、「こうい

うところがあるからここで相談できますよ」という横の流れをつくった経

緯がありました。今、どうなっているかわかりませんが。 

 ですから、中に入ってワーキング的に仕事をしながら話し合いながらも

のをつくっていくということのセンターという役割は非常にいいと思いま

す。大鹿委員がそうおっしゃったんで、私も追随してそのように思いまし
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た。保健センターはよくやっていると思います。 

 

 ［市川委員］ 

 14 ページですけれども、こども政策課の範疇から超えるかもしれないで

すけれども、ひとり親以外にも、子供の貧困、貧困家庭があります。そう

いう意味で、子供の貧困の方も同じような形で対象にしていただけると助

かるなと思います。家庭から見ればひとり親家庭、あるいは貧困で悩んで

いる家庭、両方の受け皿になっていただければということを私としてはぜ

ひ要望したい。 

 ６人に１人、クラスで数名が子供の貧困に該当するという時代ですので、

その受け皿をぜひ考えていただければと。 

 

 ［代田会長］ 

 こども政策課はひとり親家庭に対する支援ですけれども、市川委員が言

われた子供の貧困はどういう部署になりますか。 

 

 ［鍛治屋教育部次長］ 

 同じこども政策課で子供の貧困対策も一緒に行っております。特にひと

り親家庭にその比率が多いものですから、ちょっとオーバーラップになっ

ていますけど、子供の貧困についてもその状況を調べたりして対応は考え

ております。 

 

 ［代田会長］ 

 同じこども政策課で対応できるということですね。 

 

 ［鍛治屋教育部次長］ 

 はい。 

 

 ［松田委員］ 

 すみません。1,007 件とかいうのは、相談件数という意味ですか。 

 

 ［船橋館長］ 

 この基準値につきましては、ハーモニーⅢに相談件数ということで載っ
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ておりますので、相談件数と理解していただきたいと思います。 

 

 ［代田会長］ 

 今後 E メール等での相談もこれに入っていくわけですね。 

 

 ［船橋館長］ 

 そう考えられると思います。 

 

 ［代田会長］ 

 それでは次に進めたいと思います。 

 15、16 いかがですか。保育課と市民病院。 

 

 ［伊藤委員］ 

 予算の非常にかかることで難しいことだとは思っているんですが、市民

病院で病児保育とかをやっていただけるような予定はないでしょうか。幼

い子供を持って働かれているお母さんは、いつ子供が病気になるかわから

ない。結局、病気がちなお子さんをお持ちのお母さんはパート勤めをして

いても途中で諦めてしまうお母さんが非常に多いので。 

 小牧市内の小児科だと病児保育を実施しているところが非常に少なくて、

受け皿が少な過ぎる。市民病院等で、予算が許すのであればできたらこう

いうことをしていただけると、働くことを諦めるお母さんは少なくなるの

かと。今後、核家族のところが多いので、そういったことも施策として進

めていただけるとありがたいと思います。 

 

 ［鍛治屋教育部次長］ 

 よろしいですか。去年までこども未来部におりましたので。 

 病児保育につきましては、おっしゃるように、たしか小木と小牧原に２

カ所あります。 

 私の印象では、受け入れができないというような状況ではなかったとい

う印象を持っています。ですので、まだ十分周知されていなくて知らない

お母さん方が困ってみえるのかもしれませんので、確かに委員がおっしゃ

るとおりのようなことはあると思います。 

 一方、市民病院については、小牧市民病院の位置づけといいますか機能
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が高度医療に対応するということ、それと急性期医療に対応するというこ

とで特化して行っている。病院の役割分担として、開業医の方には急性期

を抜けたところで対応するということで、役割分担を持ってやっています。

なので、市民病院でというのは、今のところはそのような計画にはなって

いないと認識しております。 

 

 ［伊藤委員］ 

 その病児保育を受け入れてくださっている病院の広報のようなものを保

育園とかに置いていただけるといいですよね。 

 

 ［鍛治屋教育部次長］ 

 そうですね、はい。何かそういう問い合わせがあれば積極的に PR して

います。かなりの予算を使って委託料を出して病院にもお願いしたりして

おりますので、ぜひ活用してほしいと考えております。 

 

 ［林委員］ 

 ２カ所ですか。 

 

 ［鍛治屋教育部次長］ 

 ２カ所です。小木こどもファミリークリニックと、はやしこどもクリニ

ック。 

 

 ［伊藤委員］ 

 桃花台のほうにはないのですね。位置的にあると結構いいような。 

 

 ［鍛治屋教育部次長］ 

 そうですね、それは確かに。おっしゃるとおり、まだ西のほうに固まっ

ています。 

 

 ［代田会長］ 

 まだ御存じない方が多いのですね。 

 

 ［平林委員］ 
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 初めて聞きました私。 

 

 ［代田会長］ 

 そうすると、やっぱり周知が大事になってきますね。 

 

 ［鍛治屋教育部次長］ 

 周知しているつもりですが、本当に困ってみえる方のところには情報と

して届いていないというところは、この件に限らず私どもも悩ましいとこ

ろではあります。 

 

 ［代田会長］ 

 そうすると、それこそ市川さんがおっしゃっていたワンストップ型の窓

口対応といいますか、それが実現するといいですよね。とにかく困ったこ

とについて電話して、そこで指示をしっかり受けられるというような。 

 

 ［鍛治屋教育部次長］ 

 ワンストップまではいっていないですけれども、今、お問い合わせに対

しては大体この辺だろうということは電話交換室でもマニュアルを持って

行っております。 

 従来、ワンストップということは私どもも考えるのですが、ワンストッ

プの部署があらゆる情報を持っていて的確にできるかというと、すごく難

しいです。ですので、とにかく何か困っていることがあったらどこかに電

話をしてもらえれば。昔は、「私のところでは答えられません」というよう

なことがあったかもしれませんが、今は、「うちではないですが、この辺で

すよ」ということは電話交換の代表電話でもある程度できますし、そこか

らつながった先が違っていれば、そこから「これはここです」というふう

にまた言えますので。ぜひ、当てずっぽうでもいいですから市役所に電話

していただければ、できるだけ的確なところにつながるようになっている

と思います。 

 

 ［代田会長］ 

 それでは次、17、18 はいかがですか。学校教育課と生涯学習課。 

 これは問題ないですか。 
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 それでは次、19、20。まなび創造館ですね。そして、スポーツ推進課。 

 

 ［市川委員］ 

 まなび創造館が「かすたねっと」を通じて広く市民に知っていただこう

という試みは賛成。ただ、「かすたねっと」の編集委員を経験した人間から

言いますと、「かすたねっと」は広報に挟まってくるんですけれども、残念

ながら、周りの人に聞いてみると「何それ」。それで、ぽい。手にとって読

んでみない。まず手にとって読んでいただく、これがないことには前に進

まない。 

 まず、市民が手にとってみようとさせるような表紙にしないといけない

というのがまず１点。 

 ２点目は、我々編集会議のときに盛んに女性から言われたのは、「字ばっ

かりの女性誌は絶対にない」ということ。イラストと漫画とそれが大半で、

字がちょこっと補足してある。最新号を見るといつの間にか字ばっかりに

なっておる。 

 

 ［平林委員］ 

 字ばっかりでしたね。 

 

 ［市川委員］ 

 せっかく私たちが議論していたのはどこへ行ってしまったのか。届ける

側は字をいっぱい入れていっぱい情報を届けたいのですけれども、受け手

はそれだけで拒否しちゃう。 

 「かすたねっと」を切り口にということについては賛成ですので、読ん

でほしい方に手にとっていただいて眺めてみようという気にさせる仕掛け

をしないと。 

 

 ［平林委員］ 

 ネーミングはよくないですか、「かすたねっと」というのが。 

 

 ［平林委員］ 

 これ、誰かが考えたと思うのですが。 

 「かすたねっと」の何か由来があるんじゃないですか。ネーミングの由
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来。 

 

 ［伊藤委員］ 

 カスタネット、男性と女性があって、音を奏でる。 

 

 ［林委員］ 

 女性と響き合うという意味じゃないですか。私そのように解釈していま

した勝手に。 

 

 ［伊藤委員］ 

 私はそうだと思っていましたけど。 

 

 ［市川委員］ 

 それが由来ですよ。 

 

 ［市川委員］ 

 とって読んでみようという気にさせるということが第一で、読んでもら

わないことには配っても何の意味もない。そこを初心に返って御検討いた

だきたいということです。 

 

 ［平林委員］ 

 ところで「市民の割合を 60％」と書いてあるんですが、基本的な部分を

お聞きします、どういうような調査をされたのですか。 

 

 ［船橋館長］ 

 これにつきましては、総合計画にこの数値が数値目標として載っており

まして、総合計画の担当課が毎年アンケート調査を行っています。その結

果として 33 年度 60％ということを目標にしております。 

 

 ［代田会長］ 

 33 年度ぐらい、また市民意識調査を恐らくやるんですよね。その前の年

くらいですか。次のハーモニーの。 
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 ［船橋館長］ 

 そうですね。33 年度でこのハーモニーⅢが最終年度になりますので、次

の計画のためのアンケート調査をまたやることになると思います。 

 

 ［代田会長］ 

 そのときにこれは質問項目に入れる形になりますよね、認知度だから。 

 牧委員からも、「はじめの一歩」については記述がほしかったというよう

な御意見が出ています。 

 

 ［船橋館長］ 

 「はじめの一歩」につきましては、今も出前講座に行っていただいてい

ます。宮﨑委員のところにもお邪魔させていただきました。非常にいい取

り組みですので、これは続けていきたいと思います。ここには「かすたね

っと」を前面に出しているんですけれども、「はじめの一歩」につきまして

も、出前講座をやっていく、お願いしている方たちというのは当然活動を

続けていっていただきたいですし、まなびとしても支援していきたいと思

っております。 

 

 ［代田会長］ 

 今回この記述には、重点項目の記述にはないけれども、まなび創造館と

してはしっかり支援していきたいということですね。 

 

 ［船橋館長］ 

 はい。 

 

 ［代田会長］ 

 わかりました。よろしいですか。 

 では最後、21、22 ですね。21 ページの消防総務課の目標ですが、基準

値が 47％ありますね。男女比というのは 50％になるわけがないのです。

40％超えればほぼ実現なのです。そうするとこれ、目標に掲げる意味がな

いような気が。 

 

 ［松田委員］ 



 27

 これって男女比なのですか、数値目標って。 

 

 ［代田会長］ 

 そうです。 

 

 ［代田会長］ 

 40 を超えれば十分なので。50 ということはあり得ないですよね、普通は。

ぴったり男性と女性が同じ人数参加するなんていうことは。審議会等の委

員は別ですよ。委員の場合は２人で１人ずつ入るとかあり得ますけど、こ

れは訓練に参加した人の割合ですものね。 

 

 ［林委員］ 

 地区の防災訓練なんかに行きますと、何人女性が出たかちゃんとカウン

トしてくださいと言われるのです、消防から。これなのでしょうかね。 

 

 ［代田会長］ 

 だから、これだと十分目標を達成しているということですよね。 

 基準値があるということは、計画に入っているのですね。 

 

 ［坪井係長］ 

 こちらですが、ハーモニーⅢ策定時には基準値を定めていなくて、調査

をその後するという形で、実際に調査をしてみたところ 47％数値があった

ということで、ちょっと驚いていたような状況です。 

 

 ［代田会長］ 

 そうなのですね。 

 

 ［市川委員］ 

 今自主防災会で問題になっているのは、自主防災会の組織運営が男性中

心で、女性固有の衛生問題とかがおざなりになる。だから自主防災会に女

性に参加してもらって、女性の目線でも自主防災会の運営をしていく必要

があると。訓練には女性は今までも参加しているし、訓練が問題よりも、

女性用の着がえをする場所をつくるとかトイレを確保するだとか。 
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 だから、できれば目線をそちらに変えていただいて、いざというときに

防災会が女性目線でも満足できるような運営ができるというものをテーマ

に変えたほうがいいのではないのでしょうか。 

 

 ［代田会長］ 

 ５ページの危機管理課がそうですよね、今、市川委員が言われた。 

 

 ［市川委員］ 

 こっちはつながっていますよね。 

 

 ［代田会長］ 

 女性視点を取り入れた防災体制の構築というのを入れていますよね。 

 それも含めて何か新たな目標を考えていただく必要があるかなという気

がします。もう達成していますので。 

 それでは、重点目標についての御意見をいただきましたので、また関係

各課にこの結果についてはお伝え願いたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

 

（２）その他 

 

 ［代田会長］ 

 今日はこれが中心ですけど、そのほか何かありますでしょうか。 

 

 ［船橋館長］ 

 それでは、その他ということで、今日お配りしました資料が２点ござい

ますが、簡単に御説明させていただきたいと思います。 

 

 ［代田会長］ 

 お願いします。 

 

 ［船橋館長］ 

 まず１点目で、女子差別の撤廃条約でございます。 

 この女子差別撤廃条約でございますけれども、正式名称は、女子に対す
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るあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約となります。 

 条約の概要でございますが、昭和 54 年に国連総会で採択されております。

それで、昭和 56 年に発効しまして、日本は昭和 60 年（1985 年）に批准し

ております。 

 この内容ですが、女子に対するあらゆる差別を撤廃することを基本理念

として、女子に対する差別を定義し、政治的・公的活動、教育、雇用、保

健、家族関係など、あらゆる分野での男女の平等を規定するというもので

あります。 

 この締約国につきましては、この条約の実施のためにとりました立法と

か司法、行政その他の措置について、定期的に報告書を国連に提出するこ

とになっておりまして、その結果を女子差別撤廃委員会から審査を受ける

こととされております。この審査結果を踏まえまして、委員会が締約国に

対して勧告を含む最終見解を発出するというものであります。 

 今回のこの最終見解につきましては、既に 2014 年９月に第７回と第８回

の報告を日本から提出しております。そして 2016 年、２月に女子差別撤廃

委員会による口頭審問を開催して、３月に最終見解を発出したものです。 

 勧告の概要としましては、25 項目にわたっております。今回の内閣府か

らの周知でございますが、この勧告に基づくものでございます。 

 内容ですが、大半が国政に関係するような内容となっておりますが、小

牧市の計画に何らか関連しそうなものを挙げてみますと、女子差別撤廃条

約の法的地位、認知度、選択議定書の批准という項目の中で、締約国の政

府職員、国会議員、法律専門家、法執行官及び地域社会のリーダーを含め

た関係者に対して、この条約、委員会の一般勧告並びに女性の人権につい

ての意識を啓発するため、既存のプログラムを強化することと言われてお

ります。 

 それから、固定観念と有害な慣行という項目の中で、伝統的な男女の役

割を補強する社会規範を変える取り組み、それと女性や女児の人権の促進

に積極的な文化的伝統を醸成する取り組みを強化すること。差別的な固定

観念を解消するため、教科書と教材を見直すことも言われております。 

 それから、教育に関することですが、性と生殖に関する健康と権利につ

いて学校の教育課程に系統的に組み込めるよう、年齢に応じた教育内容と

実施に関する国民の懸念に対処することということです。 

 雇用の分野でございますが、柔軟な勤務形態の活用を促進するとともに、
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育児の責務への男性の対等な参画を奨励するため、両親の共有休暇を導入

し、さらに十分な保育施設の提供を確保する取り組みを強化すること。 

 それから、災害リスクの削減と管理という項目の中で、締約国が全ての

レベル、特に地方のレベルで災害に関連する意思決定や復興過程への女性

の参画を加速することを勧告すると。また、災害リスクの削減や復興対策

だけでなく、全ての持続可能な開発政策に男女共同参画の視点を取り入れ

るための取り組みを継続すべきであるというようなことを言っております。 

 概要としては以上です。 

 

 ［代田会長］ 

 ありがとうございます。 

 大体カバーしているというか重なっていますよね、ハーモニーⅢに。 

 

 ［船橋館長］ 

 そうですね。この内容が国の男女共同参画基本計画の中でも取り入れら

れておりますので、市の計画も国の男女共同参画基本計画の内容を踏まえ

ておりますので、この内容としては市のハーモニーⅢの中にも盛り込まれ

ている内容になっております。 

 

 ［代田会長］ 

 ありがとうございます。 

 何か委員の皆さん、御質問よろしいですか。 

 もう一つありました。「はばたけ未来へ」ですね。 

 

 ［船橋館長］ 

 「はばたけ未来へ」でございます。まだ３月途中ですが、１学期分と２

学期分が一応まとまりましたので、御報告ということでお配りさせていた

だいております。 

 ２学期までにこの「はばたけ未来へ」を利用した学校が 10 校です。小学

校全部で 16 校ありますので、６校は２学期の段階では未利用でございます。

そちらの数字が書いてあるところは各クラスごとですので、クラス数と考

えていただきたいと思います。 

 中身ですが、授業としては道徳と総合のどちらかでやられているという
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ことです。 

 冊子の内容についてはおおむね役立っているという意見が出ております。 

 以上です。 

 

 ［代田会長］ 

 ありがとうございます。 

 何か皆さんのほうで御質問ありますか。 

 この「はばたけ未来へ」も大分活用していただけるようになりましたよ

ね。なかなか時間を確保するのが大変だと思うんですけど、学校の現場の

中では。 

 

 ［市川委員］ 

 見直した結果が、非常に好意的に受け取られたというふうでいいですね。 

 

 ［林委員］ 

 この間、南岩崎台の子ども会で男女共同参画の啓発活動をしたのですが、

南岩崎台の校区ではこの「はばたけ未来へ」は知らないって言っていまし

た。子ども会の親御さんも、今回こういう機会をもらって、よく男女共同

参画がわかったと言ってくださって、それが救いかなと思ったんですけど、

南岩崎台の校区のほうも「はばたけ未来へ」が利用してもらえるといいで

すね。 

 

 ［代田会長］ 

 先生方の意見もこの後ろのところに載っていますので、次回また「はば

たけ未来へ」を改訂するときは参考になるかと思います。 

 

 ［代田会長］ 

 ありがとうございます。 

 それでは、今日の議題は以上で終了となりますが、委員の皆さんのほう

で何か言いたいことは。 

 よろしいですかね。 

 それでは事務局お願いします。 
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 ［船橋館長］ 

 机上に映画と講演会のチケット、整理券をお配りしました。映画が３月

５日日曜日、講演会は３月 18 日土曜日でございますので、お時間がありま

したらぜひおいでいただきたいと思います。 

 それでは、長時間にわたりまして御審議いただきありがとうございまし

た。これをもちまして、第３回小牧市男女共同参画審議会を終了いたしま

す。ありがとうございました。 

 


